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作業現場の 3 次元再構成モデルと拡張現実感(AR)技術を用いた情報参照システムを開発した。システムの

有用性を実際の原子力発電プラント内にて評価した結果、インタフェース面での問題が改善されれば、現

場での滞在時間や作業時のミスの低減が期待できることが分かった。 
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1. 研究の背景・目的 

拡張現実感(AR)を用いて原子力発電プラントの解体作業を支援することにより、安全性や効率の向上が

期待できる 1)。AR 技術とは、ユーザの視野内に現実世界の位置に合わせてコンピュータグラフィックスを

重畳表示することで、直感的な情報提示を可能にする技術である。また近年、環境スキャン技術が発展し、

作業現場の形や色を忠実に反映した 3 次元再構成モデルの作成が容易になってきた。本研究では解体作業

における、作業計画立案者や作業員間の直感的な情報共有を可能にすることを目的として、作業現場の 3

次元再構成モデルを用いて、現場環境を様々な視点から確認して作業対象箇所を検討し、さらに、作業対

象箇所の材質や稼働状況などの情報を書き込み、解体作業時にも共有できる情報参照システムを開発・実

装した。さらに、原子力プラントの管理区域内で作業員に試用してもらい、受容性と有用性を評価した。 

2. システムの実装・評価 

2-1. システムの実装 

本研究では、現場をスキャンして得た 3次元再構成モデルを用い、オフ

ィスにて作業環境の状態を確認し、作業対象箇所や作業時の注意事項を記

述し知識を蓄積(図 1 上)、記述した情報を現場での解体作業時に AR 技術

を用いて情報を記した箇所を重畳表示することで、解体作業を行う作業員

間での情報共有を促す(図 1 下)情報参照システムを設計・開発した。 

2-2. システムの評価・考察 

実装したシステムの受容性及び有用性を原子炉廃止措置研究開発セン

ターの会議室及び管理区域内にて評価した。解体作業従事者 6 人によるシ

ステムの試用・評価の結果、インタフェースに改善すべき点が残されてい

るが、これらが改善されれば、現場での滞在時間や作業時のミスの低減が

期待できることが分かった。
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図 1 (上)作業環境を参照し情報

を配置する際の画面例、(下)作

業現場での配置情報の参照例 
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